

























限り、配票留置法を採用した。なお、訪問面接調査は 年 月 日から 月
日の 日間の中で実施した。
調査項目は、 ）基本属性に関する 項目、 ）社会関連性指標 ）（
以下、 ）に関する 項目、社会的活動状況等に関する
項目、 ）健康生活習慣実践指標 ）（ 以下、 ）を含
む生活習慣に関する項目 項目、 ）主観的健康感を含む健康状態に関する
項目、 ）健康診断受診状況に関する 項目、 ）ソーシャルサポート ）の
授受に関する 項目、 ）楽観主義尺度 ）に関する 項目、 ）生活満足度尺




を 非健康群 として分類した。 については、人や環境とのかかわりの状
況により あり なし の 群に分類した。ソーシャルサポートについては、
サポートの受領について、提供者が いる いない の 群に、またサポー















名を訪問し、本研究の趣旨に同意が得られた 名（回収率 ％ 実質回収
率 ％）から回答を得た。そのうち、満 歳以上の高齢者は 名であった。
表 に、基本属性と主観的健康感の分布状況を示した。性別については女性
の割合が高く、 ％であった。年齢階層については、前期高齢者が ％、




表 に、主観的健康感と との関連を示した。 生活の仕方の工夫 社会
に対する貢献力 の 項目において、有意な関連がみられた。




目では くつろいだ気分にする の 項目で、有意な関連がみられた。
表 に、主観的健康感と楽観主義尺度との関連を示した。 自分の将来に対
しては非常に楽観的である 簡単には動揺しない の 項目において、有意
な関連がみられた。







































































































































































の直接確率法 オッズ比 （非健康群 健康群） 計算不能
％）
％）
項 目 カテゴリー 健康群 非健康群 値 （ ％信頼区間）
運動 （ ）
週 回以上
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の直接確率法 オッズ比 （非健康群 健康群） 計算不能
表 に、単変量解析において有意差が認められた項目を説明変数、主観的健
康感を目的変数とするロジスティックモデルを構築し、ステップワイズ法（変
数減少法）により解析した結果を示した。 では 運動 の 項目、



























































注 ） オッズ比。各項目において， 良好でない回答群 を とした場合の、 良好な回





















































































研究．厚生の指標 （ ） ．
）
）水上喜美子．高齢者の主観的健康感と老いの自覚との関連性に関する検討．老
年社会科学 （ ） ．
） ．（朝長正徳，朝長梨江子訳．
老年期．みすず書房， ）
）辻一郎．健康寿命．麦秋社， ．
）
（ ）
）
．
）小田利勝．サクセスフル・エイジングの研究．学文社， ．
）渡辺修一郎，熊谷修，吉田祐子，他．都市部在宅自立高齢者の 歳時健康余命
の算出及び健康余命の関連要因の検討．東京老年学会誌 ．
飛島高齢者の介護予防に関する基礎的研究
